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3次元光路シミュレーション In-air readout 光学 CT 装置

In-air readout 光学 CT の開発

◯⼩⾦澤 明登, 和⽥ 拓也, 中島 健雄

⾊素ゲル線量計の読出しに⽤いる光学CT (optical computed tomography, OCT) は⽔槽を⽤いる⽅式が⼀般的であるが、⼤容
量のマッチングリキッドを要する。そこで近年では⽔槽を⽤いない in-air readout OCT (IAR-OCT) も検討され始めている。⼩
⾦澤研究室ではIAR-OCTの開発を⾏っており、これまで3次元光路シミュレーション、実機製作、屈折率測定法の開発等を⾏っ
てきた。発表ではこれまで開発の進捗を振り返り、今後の研究計画、特に被写体の屈折率の精密測定法の開発、被写体内の光路
補正による断層写真の歪み補正、屈折現象を活⽤した被写体の3次元形状測定、またマルチスペクトルイメージングの可能性に
ついて述べた。
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